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   Th is paper reports on a Survey of College Life and Education in the Faculty of Inter-
national Studies. The purpose of this survey was to collect basic data in order to improve 
education in the Faculty of International Studies. The survey was conducted with question-
nairs for all students (770 people) during January 1993, and 68.7% of the students 
answered the above mentioned questionnairs. 

   The results were as follows; 
1) Student satisfaction with college life is high generally, although the level of their satis-

  faction with education is not as high. 
2) 54.6% of the students feel that it is difficult to be interested in lessons, and 64.7% of 

  the students believe that teachers' teaching skills must be improved in order to motivate 
  students. 

3) 51.6% of the students hope to take part in Learning English Abroad Programs, and 
  25.5% of the students do not. The main reason (71.1%) they do not want to take part is 

  the programs are too expensive. 
4) 78.3% of the students have some experiences of or plan t o go other schools to obtain va-

  rious licenses, especially at language schools. 
5) 64.8% of the students have some experiences of or expect to participate in voluntary 

  activities, and 43.5% of the students are interested in attending courses related to them. 
   These results are expected to be utilized during discussions of curriculum reforms.
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1調 査の目的

1991年7月 に大学設置基準が大綱化されたこともあって,文 教大学では全学的にカリキュラム

改革が進められている。1990年 に開設 された国際学部に取 って初めてのカリキュラム改正は相当

大がか りで全般的,根 本的な検討が必要 とされる。

この度の大学設置基準改正の 目的の一つは大学教育の充実と改善であるが,こ のことは何 より

も先ず,学 生の学習の充実と改善を意味 している。そこで,こ の度国際学部の教育の充実 と改善

のための基礎資料を作成する目的で本調査 を実施 した。学生の実態と教育に対する意識をこのよ

うに包括的に調査するのは,国 際学部では開設以来初めてである。この調査結果が学部内のカリ

キュラム検討の論議の際に活用されることが期待 される。

皿 調査の方法

国際学 部在籍 の1～3年 生全 員(770名)を 対 象 として,1992年12.月8日(火)か ら1993年1月20日

(水)ま で の授 業 中 に,無 記名 の質問紙配布 回収法 に よ り集 団実施 した。有効 回答数(率)は529名

(68.7%)で,1年 生68.6%,2年 生83.2%,3年 生54.8%で あ った。詳 しい内訳 は表1の 通 りで

ある。

表1有 効回答者数内訳

1年 2年 3年 全 体

男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子 計

国際文化

国際関係

国際経済

10213171623

465096372461

382866173047

54*

159*

113*

全 体10010520594991936170131255274529

(注)*は1年 除く

調査項 目は学習 と生活の実態及び学系選択,科 目選択の理由,授 業への要望などである。詳 し

くは,資 料1(単 純集計結果入 り調査票)を 参照されたい。

皿 調査の結果 と考察

Q1(湘 南 キ ャンパ スラ イフ)

湘 南 キ ャ ンパ スでの学 園生活 の印象 は,厂 楽 しい」(16.3%)と 厂まあ楽 しい」(50、7%)を あ わ

せ ると67、0%に 達 す る。総体的 に学 園生活 の満足 度 は高 い と言 える。学 年が上が る に したが って ,

「楽 しい」+「 まあ楽 しい」 の回答が増 え る(p〈0 .05,Z2・12.40(4))。

私 大連 の調査(1990)で も3,4年 生 で生活 の充実度が増 して くるとい う結果が得 られてお り,

これ につ いて 「不本意入学 であ った として も,学 業,課 外 活動,対 人 関係,校 風 な どの面で入学

後充実感 につなが る何 か を見つ けた と考 え られ る」 と分析 してい る1)。
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Q2(学 系 選択 の 自己評価)

学 系選択 の成 否 を自己評価 させ た ところ,「 良か った と思 う」(38.8%)と 「まあ良 か った と思

う」(32.5%)を あ わせ る と,71.3%に 達 す る。「良 くなか った と思 う」 は7.8%と 少 ない。1年 次

の秋 に行 う学系 選択 は概 ね うま く行 ってい る と評価で きよう。

3学 系 の中では,経 済学系 の 自己評価 が やや低 く,厂 良か った」+「 まあ良か った」 で61.9%,

厂あ ま り良 くなか った」+「 良 くなか った」で25 .7%で あ る。

Q3(学 系選択の理由)

学系を選んだ主な理由を三つまで選ばせ たところ,上 位3位 は以下の通 りであり,総 じて学問

中心的選考をしていることがうかがえる。.

①勉強 したい科目が多かった(56.0%)

②学系の特色や性格にひかれた(52.4%)

③何 となく面白そうな学系 という印象 を受けた(37.6%)

そ して,興 味深いことた学系の特徴が際だって表れた。「就職を考慮 した」のは,文 化学系で

は7.4%,関 係学系では17.8%な のに対 し,経 済学系では63.7%と 飛び抜けて多い。 また,経 済

学系で は必修科 目が難 しく履修が困難であると喧伝されているが,「学習の難易度」を考慮 して.

いるのは4.4%に 過ぎない。

因に」所属 している学生の属性の特徴 を挙げると,文 化学系は女子比率が高 く68.5%で あり,

関係学系は帰国子女が多 く(5/5人),経 済学系には留学生が多い(19/22人)。

Q4(学 園 生活の 目的)

学 園生 活の 目的の上位3位 は以下の通 りで ある。

①豊 かな教 養 を身につ け,自 分 をみが く(56.3%)

② 青 春 を楽 しみ,自 由 を味 わ う(51.2%)

③ 社 会 で活動す るため に幅広 い素養 を身 につ け る(42.3%)

学 系 別 にみ る と,「 豊か な教 養」 は文化 学系 で高 く(74.1%),つ い で 関係 学系(56.7%),経 済

学系(45.1%)で あ る。経済学系 の第1位 の理 由は 「青春 を楽 しみ,自 由を味わ う」(53.1%)で あ

り,第2位 の 「大学卒 の学歴 」(45.1%)は 文 化学 系(31.5%)や 関係 学系(42.0%)と 比 べ る と高い。

「専 門的知識 や高度 な技術 を身 につ ける」(24 .8%)も 文 化学系(18.5%)や 関 係学 系(14.6%)と 比

べ る と高 い。

1991年 に保健 セ ンターが実 施 した生活 調査 に よる と,大 学進 学 の動機 は国際学部(1年 生 の

み)で は以下 の通 りで あ る2)。

① 豊か な教 養 を身につ けたい(56.5%)

② 専 門的知 識や技術,資 格 を身につけた い(40.6%)

③ す ぐ実社 会 にで る よ りも自由な生活 を もっ と送 りたい(37.7%)

他 の 学部(1年 生 と3年 生)の1位 の み を示す と以 下の通 りで あ り,国 際学部生 は他 学部 と比

較 す る と教養 志 向が強い こ とが うかが える。

教 育学部:「 専 門的知識 や技術,資 格 を身 につ けたい」(83.1%)

人 間科学部:「 専 門的知識 や技術,資 格 を身 につ けたい」(55.4%)

文 学 部:「 専 門的知識 や技術,資 格 を身 につ けたい」(57.6%)
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情報学 部:「 す ぐ実社会 に出 るよ りも自由な生活 を もっ と送 りたい」(51.6%)

Q5(履 修計画の参考情報)

履修計画を立てるときの参考情報の上位3位 は以下の通 りである。

①授業時間割(72.6%)

②講義概要(70.9%)

③先輩や友人からの情報(54.1%)

授業時間割と講義概要 というオフィシャルな情報が他 を圧倒 しているが,学 年によってかな り

の差がみられる。表2に 学年別の上位3位 を示す。

表2履 習計画の参考情報(学 年別)

1年 2年 3年

講 義概 要(65.4%)

授 業 時 間割(63.4%)

先 輩 や 友人 か ら(60.0%)

授 業 時 間割(79.3%)

講義 概 要(70.5%)

先輩 や 友 人か ら(62.2%)

講 義概 要(80.2%)

授 業 時 間割(77.1%)

第 一週 目の授 業(63.4%)

学年が上がるにしたがって,講 義概要の重要度が増す。 また,3年 生にとっては 「第一週 目の

授業での印象」が重要 な情報源になっている。これは,学 年によって必修科 目と選択科 目の比率

が大 きく異なるためと考えられる。 したがって,必 修科 目と選択科 目では必要 とされる講義概要

の記載事項 も異なってこよう。講義概要の充実は必要なことではあるが,た だ量を増やせば良い

というものではない。学生全員 に配布される講義概要 と第一週 目の授業で受講生に配布 されるべ

きシラバスの使い分けが重要である。

履修登録の頃に飛ぶように売れている学内の情報誌 は,13.0%で あ り意外 と低い。ただし,1

年生(24.4%)に 取っては重要な情報源になっているようである。

Q6(科 目選択の理由)

必 修以外 の履 修科 目の選択 を決 める主 な理 由の上位3位 は以下 の通 りであ る。

① 時 間割 の関係(81.7%)

② 科 目内容 への興味(70.3%)

③ 単 位 の と りやす さ(41.6%)

出 欠 チ ェ ックの有無(11.2%)や 筆 記 試験の実施(2.3%)な どは重要 な理 由 とはなっていない。

文化学系 では,厂 単位 の と りやす さ」 が25.9%と 少 な く,厂 科 目内容へ の興味」 が79.6%と 比 較

的多い。

Q7(ゼ ミの選択理由)(3年 生のみ)

ゼミの選択を決めた理由の上位3位 は以下の通 りである。

①興味が持てた(74.0%)
ゆ

② 親 しみや尊敬 ので きる先生 が担 当 していた(46.6%)

③ 就 職の こ とを考 えた(30.5%)

「就 職 のこ とを考 えた」 の は文化 学系 で は5
.6%で あ るのに対 し,経 済学系 で は40.7%と 対 照的

で ある。

一108一



Q8(授 業 の満足度)

科 目区分 ご とに授業 の満足 度 を尋 ねた。

日本語 ・日本事 情 の満足 度が 高 く,「 満足 の ゆ く授業が ほ とん ど」 と 厂満足 のゆ く授業 の方が

多 い」 をあ わせ る と61.1%で あ る。次 いで,保 健 体 育(53.1%),第 二 外 国 語(46.5%),英 語

(39.7%),専 門教 育(35.0%),一 般 教育(20.4%)の 順 で ある。(図1参 照)

全体的に満足度が低 く,半 数以上が満足 している科 目は日本語 ・日本事情 と保健体育だけであ

る。

関係学系では,他 の学系 と比べ第二外国語の不満が高い。自由記述回答で も,・「第二外国語の

数を増や してほしい」(2年,男)や 「もっとハイレベルの第二外国語の講義 を作ってほ しい」

(2年,男,帰 国子女)な どの意見が散見された。

Q9(学 習 の 困難 性)

授 業 を受 ける上で の困難 の うち上位3位 は以下 の通 りで ある。

①授 業の 内容 に興味が持 ち に くい(54.6%)

② 先 生の声 や黒板 の字 が小 さ くてノー トが とりに くい(38.9%)

③ 話 にま とま りが な く,全 体 をつ かみ に くい(34.8%)『

最 も多 い もので も54.6%と 全 般 的に余 り困難 に感 じていない ようで ある。

学系別 にみ ると,経 済学系 で は 「内容 に興 味が持 ち に くい」が63.7%と 高 く,「 授 業 の レベ ル

が高 くて理解 しに くい」(24.8%)も 文化 学系(9.3%),関 係 学系(11.5%)と 比 べ て高い。

Q10(出 席 状況)

履 修科 目全 体 の出席 状況 は,「 ほ とん ど出席」(34.6%)と 「2/3ぐ らい」(40.5%)を あ わせ る と

75.1%に 達 して いる。2/3以 上 出席 しない と期末 試験 の受 験資格 を得 られな いこ とか ら,当 然 の

事で はある。 しか し,出 席 とは言 って も遅刻 もか な り見 られ るので,出 席 率 だけか らで は出席状

況 を十分 に判断 で きない。遅刻 の状況 も併せ て尋 ねるべ きで あった。
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2/3以 上 の出席 は,男 子(65.8%)に 対 し,女 子(83.6%)と 大 きな差 が あ る(P〈0 .001)。 学 系 別

で は,文 化学系 で92.5%と ず ば抜 けて高い。

Q11(欠 席理由)

欠席の理由として挙げられた上位3位 は以下の通 りである。

①朝寝坊のため(63.7%)

②授業がつまらないため(46.7%)

③出欠チェックがないため(27.6%)

「朝寝坊のため」 と回答 した学生が多 く
,そ の理由 としては,深 夜までの勉学 ・読書の他,趣

味,友 人との交遊,ア ルバイ ト等が挙げ られよう。それらがどの くらいの比率であるのか実態調

査する必要 もあろう。不規則な生活は,健 康を損なった り,学 業に意欲を失わせ る原因にもなる

ので重要な問題である。授業がつまらないの も幾分かはそのせいであるかも知れない。

「授業がつまらないため」 との回答は
,1年 生が多 く53.2%で あ り,2年 生(46.6%),3年 生

(36.6%)と 学年が上がるに したが って少な くなっている。意欲と期待が高いはずの1年 生の授業

をどの様 にしたら良いか,科 目配分や授業内容 ・方法 など検討する必要があろう。

出席チェックをしないことは欠席の増加 を助長 していることになる。厂出席 をとると学習意欲

の低い学生も出席 し,そ の結果私語が多 くなる」 とか 厂学生の自主性を重んじるべ きだ」などの

意見 もあるが,欠 席は当然のことながら学習効果の低下につながることか ら,看 過すべ き問題で

はない。

「バスが混雑すること」 を理由に挙げている学生が22
.5%も いるのは,重 大である。遅刻の理

由にも,バ スの間引 きや遅れを挙げる学生 も多 く,こ の通学問題の解決は焦眉の急 を要する。

Q12(成 績の自己評価)(2,3年 生のみ)

自分の成績にどの程度満足 しているかを科 目区分ご とに尋ねた。

日本語 ・日本事情の 自己評価が高 く,「満足 している」 と 「まあ満足 している」 をあわせ ると

一110一



77.3%で あ る。次 い で,保 健 体 育(73.2%),英 語(59.9%),第 二 外 国語(58.9%),専 門 教 育

(56.8%),一 般 教 育(55.9%)の 順 であ り,い ずれ も50%を 超 えて いる。(図2参 照)

全 般 的 に,女 子 の方が男子 よ りも成 績 に満足 してい る。

Q13(学 習 技術)

勉 強の仕 方 として行 ってい る ものの上位3位 は以下 の通 りであ る。

① ノー トは科 目別 に分 けて とる(63.5%)

② 大 事 だ と思 う所 は,特 に熱心 に聞 き,要 点 をノー トす る(53.5%)

③ 授 業以 外 に も,テ レビ,新 聞,本,雑 誌 な どで知識 を得 る(33.6%)

「先 生 の顔 を見 なが ら話 を聞 く」 や 「テ キス トや配布資料
,自 分 の ノー トの大事 な ところ に線

や印 をつ け なが ら読 む」,「自分 で辞書 や辞典 を引いた り,図 書館 な どで詳 し く調べ る」,厂疑問の

あ る点 は先生 や先 輩,友 人 に聞 く」,「授 業 以外 に も,テ レビ,新 聞,本,雑 誌 などで知識 を得

る」 な どは学年が上 が るに したが って回答が増 え,当 然 の ことなが ら,学 習技術 の向上 がみ られ

る。

多 くの項 目で女子 の方 が男 子 よ りも回答 が多 いが,「 授 業以外 に も,テ レビ,新 聞,本,雑 誌

な どで知識 を得 る」 は男子(38.4%)の 方 が女子(29.2%)よ り も多 い。

学系別 で は,文 化学 系の 「要点 をノ ー トす る」が72,7%,関 係 学系 の 「テ レビ,新 聞,本 な ど

で知識 を得 る」が42。O%と 比 較 的高 いのが特徴 的であ る。

Q14(学 習のサポー ト指導)

学習を続 ける上で指導を希望するものの上位3位 は以下の通 りである。

① レポー トの書 き方(45.2%)

②パソコンやワープロ,視 聴覚機器の使い方(42.9%)

③参考書の探 し方(28.4%)

全般的に希望が少ないが,そ の他の点についても,出 来るから不要なのではなく,必 要性を感

じていないほど日常的に学習 していないか らかも知れない。

学系別では,文 化学系の 「レポー トの書 き方」(64.8%)と 「参考書の探 し方」(37.0%),経 済

学系の 「パ ソコンやワープロなどの指導」(54.0%)が 高い。

文教大学教員を対象にして行 ったアンケー ト調査によれば,教 員 も学習の仕方の指導の重要性

を認めてお り,「本や資料の読み方」,「資料収集,図 書検索,調 査の仕方」,「レポートの書 き方」,

「発言や討議の仕方」等の指導が必要 と考 えている教員が多い3)。高校 までの学習や受験勉強と

大学での学問探求との問には学習方法上の大 きな隔た りがある。知識の記憶中心の学習から,自

ら探求す る学問へ と転換させる必要があ り,そ のための学習技術 を早急にカリキュラムに取 り込

むべ きであろう。実際に,本 調査でも学年が上がるにしたがって,こ れらの技術を指導 してもら

いたいとの回答が増えている。

Q15(授 業等への要望)

授業などの進め方に関する期待や要望で多い ものの上位3位 は以下の通 りである。

①プリン トやビデオを活用するなど授業方法をもっと工夫 して勉強意欲が高まるようにして欲

しい(64.7%)
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②学生の反応や理解のスピー ドにもっと気 を配ってほしい(34.2%)

③授業以外の場で も,学 生との個人的接触,対 話をもっと積極的にしてほ しい(30.2%)

国際学部の学生は前述 したように他学部に比べ教養志向が強 く,目 的が拡散 している傾向がみ

られるので,動 機づけの必要性が特に高い と思われる。その具体的な方法 として,教 育機器の活

用などによる授業方法の改善を学生は望んでいる。

経済学系では,「学生の反応や理解のスピー ドにもっと気を配 って欲 しい」(46.9%)が 比較的

多い。学系選択とゼ ミ選択の理由には 厂就職を考慮」が多 く,学 園生活の目的には 「青春を楽 し

み,自 由を味わう」 と 「大学卒の学歴を得 る」が多いことから,純 粋な学問的関心が低いように

も見受けられる。そのせいか学習の困難 に 「授業の内容 に興味が持ちにくい」と 「授業の レベル

が高 くて理解 しにくい」を挙げる学生が多 く,不 適応 を起こしているのではないか と危惧 される。

学系学生の学習実態を詳 しく分析 し,カ リキュラムと学習指導,学 系オリエンテーションの在 り

方について検討する必要があろう。

Q16(実 用科 目,資 格講座)

もしあれば出席 してみたい科 目や講座のうち上位3位 は以下の通 りである。

①秘書や貿易,観 光などの実際の仕事 に役立つ ような実用外国語科 目(51.2%)

②英検1級 等の資格取得に役立つ講座(35.9%)

③ワープロ,コ ンピューターに関連する資格に役立つ講座(34.4%)

最 も多いものでも実用外国語科 目の51.2%で あり,実 用科 目や資格講座に対 して特に強い希望

があるとは言えないだろう。ただし,役 に立つ実用英語の希望は自由記述回答 にも多 くみられる

ことから,英 語科 目の内容を検討す る余地があるかもしれない。

学系別では,文 化学系で 「学芸員資格」(22.2%)が 比較的多い。経済学系では 「実用外国語科

目」(60.2%)が 多 く,一 方 「公務員試験:講座」(19.5%)が 低い。

Q17(課 外 教育 プ ログラムへ の参加)

現 在行 われ ている課外教育 プログ ラムの うち参加 した ことが あるプ ログラムの上位3位 は以下

の通 りであ る。

①就職 講座,講 演会(20.2%)

② パ ソ コン通信(B-SHOP)(13.2%)

③ 英 会話 講習会,英 会話キ ャンプ(9.5%)

長 く在籍 してい ればそれだ け様 々な こ とを経験で きるので,当 然 の ことなが ら学年が高 い方 が

ほ とん どの プ ログラム において参加経 験 が多 い。 「参加 したこ とが ない」 は1年 生 が63.9%で あ

るの に対 し,2年 生 で は48.7%,3年 生 では22.9%で あ る。「就 職講座,講 演会」 に は,3年 生

の58.8%が 参 加 している。

ほ とん どの プログラムで女子 の方 が男子 よ りも参加率 が高い。

文化学 系 は,課 外教育 プログ ラムへ の参 加が他 の学系 と比 較 して多 く,例 えば,「 パ ソコ ンや

ワー プロの講 習」(18.5%),「 パ ソコ ン通 信」(25.9%),「 就 職講座,講 演会」(42.6%)な どであ

り,「 参加 したこ とが ない」 は27.8%と 少 ない。

その他 回答 と して は学生相 談室 ワー クシ ョ ップ,エ イズ講演会(2人)が あ った。
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Q18(課 外 教 育プ ログラムへの希望)

希 望が多 い課外教 育 プログ ラムの上位3位 は以下 の通 りで あ る。

① パ ソコ ンや ワープロの講 習会(37.6%)

② 映 画,音 楽会(36.7%)

③ 海 外語学研修(29.3%)

「特 に希望 しない」 は10 .8%と 少 ない。

多 くの プログ ラムで女子 の方 が男子 よ りも希望が多 い。

学 系別で みる と,文 化学系 で は 「講演会,教 養 講座」(31.5%)が 比 較的多 く,一 方 「パ ソコ ン

や ワー プロの講 習」(25.9%)は 既 に参加 してい るためか少 ない。経 済学系で は 厂講 演会,教 養講

座」(13.3%)は 低 い。「就 職講座,講 演 会」の参加 は30.1%と 少 ない ものの希望 は39.8%と3学

系 の中で最 も多 い。

Q19(海 外 語学研修 への参加希 望)

大 学 で実施 している海外語学研修 につ いて,「 参加 した い」 が51.6%で あ り,厂 参加 したい とは

思 わない」が25.5%で あ った。

女子(57.5%)の 方 が男子(45.1%)よ り も参加 の希望が多 い。'

文 化学 系で 「参加 したい とは思わない」(44.4%)が 高 い。

Q19SQ(海 外語学研修への参加を希望 しない理由)

海外語学研修への参加 を希望 しない理由の上位3位 は以下の通 りで ある。(「参加 したいとは思

わない」 と回答 した学生のみ)

①費用がかかるから(71.1%)

②同じ文教生同士で気が引 けるから(14.8%)

③研修の必要性がないから(12.6%)

その他回答 も22.2%と 多 く,「行 って も日本人同士 日本語を話 して しまうか ら」や 「あま り効

果的でなさそうだから」,「期 間が短いから」などがあった。

文化学系で 「費用がかかるか ら」(31.5%)と 「他 の研修プログラムに参加す るから」(9.3%)

が多い。

Q20(ダ ブ ル スクール)

大 学入学 以来,資 格 や技術 取得 のため に学外 の講座 や各種学校 ・塾 な どに通 った ことが あるか,

あ るい は通 うこ とを考 えてい るかを尋 ね た。

「どこに も通 った ことが ない し
,こ れか ら通 うことも考 えてい ない」 は21.2%と 少 数派 であ り,

ほ とんどの学生 は通 った経験が あるか今後通 う『ことを考 えてい る。、

通 った経 験が ある ものの上位3位 は以下 の通 りであ る。

① 語学(15.5%)

② ス ポー ツ教室,ダ ンス,舞 踊(8.3%)

③ 音 楽,美 術,工 芸,書 道(7.0%)

当 然 のこ となが ら,学 年が上が るに したが い通学経験:は増 え,3年 生 で は 「語 学」が20。6%,

厂ス ポー ツ教 室
,ダ ンス,舞 踊 」が12.2%に 達 してい る。
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ほ とん どの項 目で,女 子 の方 が男子 よ りも通学経験 が多い。

そ して,通 うこ とを考 えてい るもの の上位3位 は以 下の通 りで ある。

①語 学(27.4%)

② 各 種 資格試験 のための学校(23.6%)

③ タイ プ,ワ ープロ,コ ンピュー タ(16.6%)

学 年 に よる差 は見 られ ないが,ほ とん どの項 目で,女 子 の方が男子 よ りも通学希 望が多 い。

Q21(ボ ラ ンテ ィア体 験)

ボ ラ ンテ ィア活動 の経 験 と希望 について尋 ねた。

経験 が多い活動 の上位3位 は以下 の通 りで あ り,多 くて も1割 強で ある。

① イベ ン ト(各 種大会,行 事)(12.1%)

② 福 祉 活動(老 人,障 害者)(11.9%)

③ 国 際交 流 ・援助活動(10.2%)

・一 方
,希 望は多 く,上 位3位 は以下 の通 りで ある。

① 国際交流 ・援 助活動(38.0%)

② 環 境活動(24.4%)

③ 福 祉 活動(老 入,障 害者)(13.6%)

い ず れ の項 目で も,女 子 の方が男子 よ りも希望 が多 い。

学系 別 にみる と,文 化学系 で は福 祉活動(27.8%)と 国 際交流(48.1%),環 境 活動(42.6%)が 多

く,関 係 学系 では国際交流(42.7%)が 多 い。一方,経 済学系で は国際交流(25.7%)は 低 い。

Q22(ボ ラ ンテ ィア活動実 習)

ボ ラ ンティア活動 に関す る授 業 を開講す る ことにつ いて は,厂 関心が あ る」が43 .5%,「 関心 が

ない」 が17.4%で あ り,半 数近 くの学生が 関心 を示 してい る。

女子(54.0%)の 方 が男子(32.2%)よ り も関心 が高 い。

文化学系 で は,「 関心 があ る」が63.0%に 達 してい る。

Q23(卒 業 後の進 路)

卒 業後 の進路 につ いて どう考 えてい るか を尋 ね た。 回答 が多か った上位3位 は以下の通 りであ

る。

①民 間会社 に就職 す る(46.5%)

② 今 はなん ともいえない(22.3%)

③ 公 務員(国 家 ・地 方)に なる(11.5%)

「外 国へ留 学す る」(5 .5%)や 「大学 院へ 進学す る」(4.0%)と 回 答 した学生 もわずか なが らい

る。

1年 生 の28.8%が 「今 はなん と もいえない」 と回答 し,3年 生 の62.6%が 「民 間会社 に就職す

る」 と回答:してい る。

文化 学系 では,「 今 はなん とも言 えない」(27.8%)と 「外国ぺ留学 す る」(7.4%)が 比 較的多 く,

関係 学系で は 「公 務員 にな る」(15.3%)が,経 済 学系 で は 厂民 間会社 に就 職す る」(60。2%)が 比

較 的多 い。
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Q24(教 育,学 習生活面の要望)

教育や学習生活についての要望や意見 を自由記述で求めたところ,40.3%も の学生が回答 した。

本調査は,質 問項 目が多 く回答 に時間がかかったと思われ るが,そ れで もこれだけの回答が得 ら

れたのは,学 生の関心の高 さと期待の大 きさを示 している。

1V今 後の課題

M.ト ローは,大 学適齢人口に占める学生数の比率から高等教育制度を分類 し,15%ま でをエ

リー ト,15～50%を マス,50%以 上をユニバーサルの段階 と規定 している4)。日本の大学進学率

は1960年 の10.3%か ら1980年 の37.9%へ と急激に拡大 しており,マ ス段階へ入ったのは,今 から

30年前の1963年(15.5%)で ある。天城は,今 日の大学について 「教育 ・研究機関としての目的 ・

機能,教 師の役割 ・使命,学 生の資質 ・能力の多様化が著 しく進み,も はや一つのイメージで大

学 と呼称することが意味をなさな くなった。いわゆる大衆型高等教育の段階に達 したのである」

と述べてい る5)。つ まり専門的職業人の養成だけがその任務であった 「単一 目的機 関」の大学

(ユニバーシティ)か ら,今 や巨大化 し多様化 したマルチバーシティへ と日本の大学 も大き く変

貌 しているのである。,

このように大学教育が急速に拡大 した結果,特 定のエ リー ト職に就 くという目的も心構えもな

く,学 問的な興味 も持たずに進学 して くる新たな種類の学生をどうやって教育するかとういう問

題が立ち起 こっている。しか し,こ のような現実 をどれだけの教員が真剣 に受け止めているであ

ろうか。学生の変化に配慮せず,エ リー ト養成者の立場からみれば,学 生 はいかにも学習意欲に

欠け不勉強であ り,教 育するのが困難な対象に見えるのも当然である。教授学習モデルがエ リー

ト段階のままでは現代の学生を教育 しようとしても成果が上が らないのは目に見えている。

現代学生 について,不 本意入学が常態化 し進学 目的が希薄であると評 されているが,学 生は学

生 なりに意欲と希望 をもって入学 して来ているのである。 しか し,入 学後急速に学習意欲 をなく

して行 く。和光大学での調査は,入 学当初には高かった生活に占める授業の重みが月 と共にみる

みる減っていることを報告 している6)。真理の探求(研 究)と 伝達(教 育),そ して慮用(社 会

サービス)と いう大学の社会的使命に応える新 しい大学モデルを模索するには,現 在の学生の実

態 を認識 し彼 らのニーズを知ることが必要不可欠である。本調査はこのような問題意識から実施

した。

さらに,国 際学部の問題に引 き寄せて言えば,こ の度のカ リキュラム改正が単に開設科 目(教

育内容)の 変更にとどまらず,教 育システムの改善へと進められることが必要であ り,期 待 され

る。例えば,シ ラバスや授業評価,オ フィスアワーなどの方策は教師と学生 との交流を促進 し,

学生の満足 と教育効果 を高めることがアメリカの大学のみならず先駆的な日本の大学での研究と

実践か ら明らかになっている。文教大学での調査でも学生 はこれ らの実施に期待 をしていること

が分かった7)。大学教育に責任 をもつのは,先 ず第一に教員である。学生の学習意欲を問うのと

同時に教員の教育意欲 と改革:意欲,そ して実行力が問われている。

(付記)本 研究は,1992年 度文教大学国際学部共同研究費の助成を受けた 「大学教育改革 と大学

モデルの構想」の一環 として行ったものである。
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資料1

文教大学国際学部学園生活調査

文教大学国際学部
「大学教育改革と新しい大学モデルの構想」共同研究グループ

大学生活の充実 と改善の基礎資料としたいと考えていますので,日 頃感 じているままに答 え

て下 さい。

(湘南 キ ャンパス ライフ)

Q1湘 南 キ ャンパ スでの学園生活 は,い かがです か?次 の うちか ら今 の あなたの気持 ちに一

番近 い もの も一つ選 んで くだ さい。(○ は一 つ)

1楽 しい(16.3%)4楽 し くない(6.8%)

2ま あ 楽 しい(50.7%)5『 どち らともいえない(13.2%)

3あ ま り楽 しくない(12.5%)

(学系 選択 の自己評価)

Q2今 の 時点 でふ りか え ってみ ると,自 分の学系選 択 は良かった と思い ますか?

うは思 いませ んか?次 の中か ら一つ だ け選 んで ください。(○ は一つ)

1良 か った と思 う(38.8%)4良 くなか った と思 う

2ま あ 良か った と思 う(32.5%)5ど ち らともいえない

3あ ま り良 くなか った と思 う(7.6%)

それ ともそ

(7.8%)

(12.3%)

(学系選択の理由)

Q3で は,あ なたが 自分の学系を選んだ主な理由は何ですか?次 の中から,三 つ まで選んで

下さい。(○ は三つまで)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

就職のことを考 えた

学系の特色や性格 にひかれた

親 しみが もてた り,尊 敬できる先生がいた

仲の良い先輩や友人 も同じ学系を選んだ

学系必修科 目の学習の難易度を考えた

志望人数の傾向(多 い,少 ないなど)を 考えた

何 となく面白そうな学系という印象 を受けた

勉強 してみたい科 目が多かった

その他()

特に理由はない

(32.9%)

(52.4%)

(17.8%)

(8.1%)

(8.7%)

(5.3%)

(37.6%)

(56.0%)

(5.9%)

(5.9%)
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(学園生活の目的)

Q4あ なたは何 のために文教大学で学園生活を送っているのかと聞かれたら,何 と答 えます

か?次 の中から当てはまるものに○をつけて下さい。(○ はい くつで も)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

真理の探求のために学問を研究する

専門的な知識や高度な技術 を身につける

豊かな教養を身につけ,自 分をみが く

有利な就職のため資格をとる

大学卒の学歴を得る

社会で活動するために幅広い素養 を身につける

青春 を楽しみ,自 由を味わ う

将来の結婚相手や真の友人を得る

その他()

特に目的はない

(8.3%)

(21.6%)

(56.3%)

(13.0%)

(38.9%)

(42.3%)

(51.2%)

(14.6%)

(3.8%)

(3.6%)

(履修計画の参考情報)

Q5あ なたは学年始めに履修計画を立てる時に,お およそ どんな資料や情報などを参考にしま

すか?次 の中からあてはまるものに○ をつけて下 さい。(○ はいくつでも)

1

2

3

4

5

6

7

8

9、

講義概要

履修の手引 き

授業時間割

学内の情報誌

先輩や友人か らの情報

授業開始前の教務オリエ ンテーシ ョン

授業開始第一週 目の先生の印象や授業ぶ り

その他()

特に参考にするものはない

(70.9%)

(51.0%)

(72.6%)

(13.0%)

(54.1%)

(16.6%)

(45.4%)

(0.6%)

(2.8%)

(科目選択の理由)

Q6あ なたが,必 修以外の履修科 目の選択を決めた主な理由は何ですか?

で選んで下さい。(○ は三つ まで)

1単 位のとりやすさ

2時 間割の関係

3親 しい友人と一緒

4科 目の内容への興味

5先 生への親 しみや尊敬

(41.6%)

(81.7%)

(70.3%)

(70.3%)

(17.2%)

6

7

8

9

10

次の中から三つま

出欠のチェックがないこと

決 まったテキス トがあること

学年末に筆記試験がないこと

その他()

特に理由はない

(11.2%)

(1.7%)

(2.3%)

(0.6%)

(3.8%)

(3年 生のみ)(ゼ ミ選択の理由)

Q7あ なたが今のゼ ミを選んだ主な理由は何ですか?

(○は三つ まで)

1就 職のことを考えた

次の中から三つまであげて下さい。

(30.5%)

一118一



2

3

4

5

6

7

8

9

10

単位が とりやすそうだった

内容に興味が もてた

親 しい友人が選んでいた

事前の面接や,レ ポー ト,テ ス トがなかった

第一希望のゼ ミに入れなかった

親 しみや尊敬の もてる先生が担当していた

雰囲気がよさそうだった

その他()

特に理由はない

(3.1%)

(74.0%)

(3.1%)

(0.8%)

(6.9%)

(46.6%)

(20.6%)

(2.3%)

(5.3%)

(授業の満足度)

Q8授 業についての満足度 を科 目の種類別にたずねます。次の中か ら,あ なたの今の気持ちに

一番近いものをそれぞれ一つ選んで○をつけて下さい(○ はそれぞれ一つずつ)

一般教育科目 英 語 第二外国語 日本語・日本事情 保健体育 専門科目

満足のゆく授業がほとんどであ

る 3.8% 10.2% 16.6% 27.8% 18.1% 7.2%

どち らかといえば,満 足のゆく

授業の方が多い 16.6% 29.5% 29.9% 33.3% 35乙0% 27.8%

満足 のゆく授業とそうでもない

授業とは大体半々である 43.5% 32.7% 21.7% 2.8% 22.3% 32.1%

どち らかといえば,不 満を感じ

る授業の方が多い 23.8% ・18 .5% 17.4% 5。6% 12.1% 11.0%

不満 を感 じる授業がほとんどで

ある 9.3% 6.2% 8.1% 2.8%. 7.2% 5.5%

(学習の困難性)

Q9授 業 を受ける上で何か困った り,難 しいと感じることがよくありますか?も しあれば,

それは主にどんな理由か らですか?次 の中から思い当たるものを,い くつでもあげて下 さ

い。(○ はい くつで も)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

先生の声や黒板の字が小 さくてノー トがとりにくい

授業のスピー ドが早 く,つ いてい きにくい

授業のレベルが高 くて理解 しにくい

授業の内容に興味が もちにくい

質問 しにくい雰囲気があ り,わ からないままにな りやすい

まわ りがうるさくて,話 が聞 き取 りにくい

話にまとまりがなく,全 体をつかみにくい

欠席が多いので話のつなが りがわか りにくい

テキス トがなく,ノ ー トが とりに くい

その他(、)

特にない

(38.9%)

(16.4%)

(14.6%)

(54.6%)

(16.4%)

(19.8%)

(34.8%)

(8.9%)

(2L6%)

(5.3%)

.(4.9%)
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(出席状況)

Q10履 修科 目の全体をみて,あ なたの授業への出席状況はだいたいどの程度ですか?次 の中

からもっとも近いものを一つ選んで下 さい。(○ は一つ)

1

2

3

4

5

ほとんど出席 している

2/3ぐ らいは出席 している

半分 ぐらいは出席 している

1/3ぐ らいは出席 している

あまり出席 していない

(34.6%)

(40.5%)

(16.4%)

(4.9%)

(3.4%)

(欠席理由)

Q11授 業 を欠席するのは,主 にどんな理由からですか?

で下さい。(○ は三つまで)

1

2

3

4

5

病気や忌引 きのため

クラブやサークル活動のため

アルバイ トや習い事のため

授業がつまらないため

友人とのつ きあいのため

(24.8%)6

(7.0%)7

(14.4%)8

(46.7%)9

(8.3%)

次の中から多い ものを三つまで選ん

朝寝坊のため

バスが混雑するため

出欠のチェックがないため

その他()

(63.7%)

(22.5%)

(27.6%)

(6.0%)

(2,3年 生のみ)(成 績の自己評価)

Q12こ れまでに得た成績は,あ なたにとって満足のゆ くものですか?

それ一つずつ選んで○をつけて下さい。(○ はそれぞれ一つずつ)

科 目の種類ごとにそれ

一般教育科目 英 語 第二外国語 日本語 日本事隋 保健体育 専門科目

満足している 16.4% 23.8% 29.3% 27.3% 34.0% 12.7%

まあ満足 している 39.5% 36.1% 29.6% 50.0% 39.2% 44.1%

あ まり満足 していない 26.5% 26.5% 18.2% 9.1% 14.2% 26.5%

満足 していない 1乞.7% 9.9% 13.9% 0.0% 8.3% 8.3%

どち らともいえない 3.1% 2.5% 4.0% 4.5% 2.5% 4.0%

(学習技術)

Q13あ なたの勉強の仕方について伺います。次のリス トの中であなたがわりにそうしているも

のがあれば,い くつで もあげて下さい。(○ はい くつでも)

1

2

3

4

5

6

7

予習をする

大事だ と思 う所 は,特 に熱心 に聞 き,要 点をノー トする

先生の顔をみながら話を聞 く

ノー トは科 目別に分 けてとる

テキス トや配布資料,自 分のノー トの大事な所 に線や印をつけながら読む

自分で,辞 書や辞典 を引いたり,図 書館などで詳 しく調べる

疑問のある点は,先 生や先輩,友 人に聞く

(22.7%)

(53.5%)

(27.0%)

(63.5%)

(29.1%)

(22.9%)

(16.3%)
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8授 業 以外 に も,テ レビ,新 聞,本,雑 誌 な どで知識 を得 る

9そ の他()

10特 に な に もしてい ない

(33.6%)

(1.1%)

(8.7%)

(学習のサポート指導)

Q14あ なたは勉強 を続ける上で次にあげるようなことを指導 してもらいたいと思ったことがあ

りますか?あ れば三つまで選んで下 さい。(○ は三つまで)

1本 や資料の読み方

2ノ ー トのとりかた

3レ ポー トの書 き方

4発 言や討議の仕方

5参 考書の探 し方

(22.1%)6

(13.0%)7

(45.2%)8

(21.2%)9

(28.4%)10

パソコンやワープロ,視 聴覚機器の使い方

辞書や参考文献の使い方

図書館の利用の仕方

その他(

特にない

(42.9%)

(16.8%)

(4.0%)

)(1.3%)

(11.3%)

(授業等への要望)

Q15授 業などの進め方に関する期待や要望 をたずねます。次にあげる中でそうしてもらいたい

と思 うものがあれば,い くつでもあげて下さい。(○ はい くつで も)

1プ リントや ビデオを活用するなど授業方法をもっと工夫 して勉強意欲が高ま

2

3

4

5

6

7

8

9

10

るようにしてほ しい

出席 した学会や発表論文の内容など,研 究活動のことをもっと話 してほしい

休講 を減らしてほ しい

授業以外の場でも,学 生 との個人的接触,対 話をもっと積極的にしてほしい

授業の中で,質 疑応答や対話の時間をもっと設けてほしい

学生の反応や理解のスピー ドにもっと気を配ってほしい

研究の結果だけを教えるのではなく,ど のように研究 したのか,研 究のステ

ップや方法 についてももっと話 してほ しい

(64.7%)

(25.3%)

(4.5%)

(30.2%)

(11.2%)

(34.2%)

(23.8%)

学生の私語や遅刻,早 めの退出を注意するなどもっと厳 しい態度をとってほ しい

(9.1%)

その他()(4.5%)

特 にない(7.4%)

(実用科 目,資 格講座)

Q16次 の リス トの中で,も しあれば出席 してみたい と思 う科 目や講座があ りますか?あ れば

三つまであげて下 さい。(○ は三つまで)

1

2

3

4

5

6

7

秘 書 や貿易,観 光 な どの実際 の仕事 に役 立つ よ うな実用外 国語科 目(51.2%)

ドイ ツ語,ス ペ イ ン語,中 国語以外 の外 国語(ロ シ ア語,ハ ングル語等)科 目(16.3%)

英 検1級 等 の資格 取得 に役立つ講座(35.9%)

公 務 員 試験 を受 け るの に役立 つ講座(27.6%)

海 外 へ の留学 に役 立つ講座(23.4%)

ワ ー プ ロ,コ ンピュー タに関連 す る資格 の取得 に役 立つ講座(34.4%)

ツ ア ー コンダク ターや秘書 な どの資格 の取得 に役立 つ講座(21.4%)
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8

9

10

11

英語や社会科などの教員資格の取得に役立つ科 目

図書館の司書や博物館等の学芸員資格の取得 に役立つ科 目

その他(

特 にない

)

(25.9%)

(10.2%)

(3.6%)

(4.9%)

(課外教育プログラムへの参加)

Q17と ころで,あ なたは文教大学で現在行われている課外教育プログラムに参加 したことがあ

りますか?下 記の中から該当するものすべてに○をつけて ください。(○ はい くつで も)

1

2

3

≧

5

パ ソ コンや ワープロの講習会

パ ソコン通信(B-SHOP)

英会話講習会,英 会話キャンプ

海外語 学研 修

留学相 談,案 内

(7.0%)6

(13.2%)7

(9.5%)8

(8.7%)9

(6.0%)10

就職講座,講 演会

ワープロ検定試験

救急法やテーピングの講習会

その他()

参加 したことがない

(20.2%)

(4.3%)

(5.1%)

(1.9%)

(48.2%)

(課外教育プログラムの希望)

Q18で はあなたは課外教育プログラムについてどんなものを希望 しますか?

べてに○ をつけてください。(○ はいくつで も)

1

2

3

4

5

6

7

パソコンやワープロの講習会

パソコン通信(B-SHOP)

英会話講習会,英 会話キャンプ

海外語学研修

留学相談,案 内

就職講座,講 演会

ワープロ検定試験

(37.6%)8

(6.4%)9

(28.7%)10

(29.3%)11

(20.4%)12

(27.2%)13

(23.1%)14

該当するものす

救急法やテーピングの講習会

講演会,教 養講座

映画,音 楽会

ハイキング,キ ャンプ

スポーツ講習会

その他(

特 に希望 しない鹽

(10.6%)

(18.3%)

(36.7%)

(14.0%)

(14.9%)

)(2.1%)

(10.8%)

(海外語学研修への参加希望)

Q19文 教大学で実施 している海外語学研修 に参加 したい と思いますか?該 当するものに一つ

○ をつけて下 さい。(○ は一つ)

1参 加 したい(51.6%)

2参 加 したいとは思わない(→SQへ)(25.5%)

3わ か らない(22.1%)

(語学研修への参加 を希望 しない理由)

SQ(前 問で2に ○をつけた人に)語 学研修への参加を希望 しない理由は何ですか?該 当す

るものすべてに○をつけてください。(○ はい くつでも)

1

2

3

4

5

費用がかかるから

期間が長いから

クラブ ・サークルの合宿 と重なるから

行 きたい地域ではないから(具 体的に

他の研修プログラムに参加するか ら

)

(71.1%)

(・8.1%)

(5.2%)

(9.6%)

(7.4%)
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6同 じ文教生同士で気が引けるから

7以 前に行 ったことがあるから

8研 修の必要がないから

9そ の他( )

(14.8%)

(3.7%)

(12.6%)

(22.2%)

(ダブ ル スクール)

Q20大 学 入学以 来,資 格 や技術 取得 のため に学外 の講座 や各種 学校 ・塾 な どに通 った ことが あ

ります か?あ るい は,今 後,馳通 うこ とを考 えてい ます か?該 当す る ものすべ てに○ をつ

けて ください。(○ はい くつ で も)

1.ど こにも通ってことがないし,こ れか ら通 うことも考えていない(21.2%)

通 ったことがある 通 うことを考 えている

2.語 学 15.5% 27.4%

3.音 楽,美 術,工 芸,書 道 7.0% ユ0.4%

4.茶 道,華 道,洋 ・和 裁,料 理 2.3% 11.2%

5.タ イ プ,ワ ー プ ロ,コ ン ピ ュ ー タ(パ ソ コ ン) 4.5% 16.6%

6.珠 算,簿 記,速 記 5.1% 4.2%

7.ス ポ ー ッ教 室,ダ ン ス,舞 踊 8.3% 11.3%

8.各 種資格試験のための学校 3.4% 23.6%

9.そ の 他(') 0.4% 2.5%

(ボ ラ ンテ ィア体験)

Q21今 まで に,ボ ランテ ィア活動 を したこ とがあ りますか?ま た,こ れ か らしてみ たい と思

い ますか?該 当す る ものすべて に○ をつ けて くだ さい。(○ はい くつで も)

したことがある これか らしてみたい

1.福 祉 活動(老 人,障 害者) 11.9% 13.6%

2.国 際交流 ・援助活動 10.2% 38.0%

3.環 境活動 5.9% 24.4%

4.教 育 ・文化活動 4.3% 12.9%

5.イ ベ ント(各 種大会,行 事) 12.1% 13.0%

6.そ の他() 1.1% 1.5%
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(ボ ラ ンテ ィア活動実習)

Q22ボ ラ ンテ ィア活動 に関す る授業 を開講す る ことにつ いて どの ように思 い ますか?次 の う

ちか ら一つ選 んで くだ さい。(○ は一つ)

1関 心 があ る2関 心が ない3ど ちらと もいえない

(43.5%)(17.4%)(37.6%)

(卒業後の進路)

Q23あ なたは卒業後の進路 について今 はどう考えていますか?次 の中か ら一つ選んで くださ

い。(○ は一つ)

1

2

3

4

5

6

7

8

民間会社に就職する

公務員(国 家 ・地方)に なる

自営業を手伝 うか,自 分で始める

大学院へ進学する

外国へ留学する』

趣味に生 き,生 活費はアルバイ トなどで稼 ぐ

その他()

今はなんともいえない

(46.5%)

(11.5%)

(3.2%)

(4.0%)

(5.5%)

(1.3%)

(2.5%)

(22.3%)

(教育,学 習生活面の要望)

Q24教 育や学習生活について,国 際学部に要望や意見があれば,自 由に書いて下さい。

記述あ り(40.3%)

記 述 な し(59.0%)
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いろいろあ りがとうございました。最後に次の質問にお答えください。

学 年11年 生(205人)22年 生(193人)33年 生(131人)

性 別1男(255人)2女(274人)

属 性1留 学生(36人)2帰 国子女(6人)3そ れ以外(487人)

受けた入試1学 力入試(311人)2一 般推薦入試(140人)

3付 属推薦入試(34人)4留 学生 ・帰国子女入試(42人)

併願校 あなたが国際学部に入学 した年には,他 にどこを受験 しましたか。 もしあれば大学

と学部名をい くつで も書いて ください。(な い場合は空欄のまま)

(2,3年 生 のみ)

所 属学系

(3年 生のみ)

所属ゼ ミの種類

ゼミの先生の所属学系

1国 際文化(54人)

3国 際経済(113人)

1

1

3

2国 際関係(159人)

自学系ゼ ミ(87人)2

国際文化(31人)2

国際経済(44人)

全学系ゼ ミ(41人)

国際関係(55人)
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資料2

Q1(湘 南キャンパスライフ)

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

274

100

54

100

157

100

113

100

楽しい

86

16.3

39

19.0

24

12.4

23

17.6

50

19.6

36

13.1

9

16.7

19

12.1

19

16.8

まあ楽しい

268

50.7

89

43、4

104

53.9

75

57.3

114

44.7

154

56.2

33

61.1

86

54.8

60

53.1

どちらとも

いえない

70

13.2

33

16.1

31

16.1

6

4.6

35

13.7

35

12.8

8

14.8

22

14.0

7

a2

あまり

楽しくない

66

12.5

23

11.2

21

10.9

22

16.8

34

13.3

32

11.7

3

5.6

23

14.6

17

15.0

楽しくない

36

6.8

19

9.3

12

6.2

5

3.8

21

8.2

15

5.5

1

1.9

6

3.8

馳10

8.8

不明

3

0.6

2

1.0

1

0。5 二
1

軌4

2

0.7 =
1

0.6 二

(注)学 系別 は2,3年 のみ

Q3(学 系選択の理由)

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

274

100

54

100

157

100

113

100

就職を考慮 174

32.9

70

34.1

59

30.6

45

34.4

83

32.5

91

33.2

4

7.4

28

17.8

72

63.7

学系の特色 277

52.4

155

56.1

90

46.6

72

55.0

123

48.2

154

56.2

30

55.6

82

52.2

50

44.2

所属する教

員の人柄

94

17.8

33

16.1

32

16.6

29

22.1

49

19。2

45

16.4

13

24.1

39

24.8

9

8.0

先輩や友人

と同じ

43

8.1

15

7.3

18

9.3

10

7.6
そ5
9.8

18

6.6

1

1.9

i7

10。8

10

8.8

学習の難易

度

46

8.7

14

6.8

21

10.9

11

8.4

.25

9.8

21

Z7

6

11幽1

21

13.4

5

生4

志望人数の

傾向

28

53

9

4.4・

10

孰2

9

6.9

19

7」5

9

3.3

6

11.1

8

5.1

5

4.4

面白そうな

印象

199

37.6

68

33.2

77

39.9

54

41.2

94

36.9

105

38。3

21

38.9

75

47.8

35

31.0

勉強したい

科目が多い

296

56.0・

125

61.0

105

54.4

66

50.4

132

51.8

164

59.9

34

63.0

79

50.3

58

51.3

その他 31

5.9

13

6.3

9

∠L7

,

9

ag

15

59

16

5..8

3

5.6

6

3.8

9

8.0

特に理由が

ない

31

5.9

12

59

11

5.7

8

6.1

17

6.7

14

5.1

3

5.6

8

5.1

8

7.1

不明 4

α8

3

1.5 二
1

0.8

1

α4

3

1.1 二
1

α6 二

(注)学 系別は2,3年 めみ

Q2(学 系選択の自己評価)

全体 1年 2年 ・ 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

274

100

54

100

157

100

113

100

良かったと

思う

205

38.8

88

42.9

71

36.8

46

35.1

102

40.0

103

37.6

17

31.5

67

42.7

33

29.2

まあ,良 か

ったと思 う

172

32.5

69

33.7

61

31.6

42

32.1

79

31.0

93

33.9

21

38.9

45

28.7

37

32.7

どちらとも

いえない

65

12.3

21

10.2

29

15.0

15

11.5

30

11.8

35

12.8

9

16.7

21

13.4

14

12.4

あま りよ く

なか ったと

40

7.6

12

臥9

18

9.3

10

7」6

19

7L5

21

7.7

5

9.3

10

a4

13

11.5

良くなかっ

たと思う

41

7.8

11

5.4

13

6.7

17

13.0

23

9.0

18

6.6

2

3.7

12

7.6

16

14.2

不明

6

1騨1

4

2.0

1

0.5

1

0.8

2

0」8

4

1.5 =:
2

1.3 二

(注)学 系別は2,3年 のみ

Q4(学 園生活の目的)

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

274

100

54

100

ユ57

100

113

100

学問研究 44

8.3

17

8.3

17

8.3

10

λ6

29

11.4

15

5.5

6

11.1

15

9.6

6

5.3

専門的知識や

技術

114

21.6

53

25.9

39

20.2

22

16.8

61

23、9

53

19.3

10

18.5

23

14.6

28

24.8

豊かな教養 298

56.3

118

.57.6

104

53.9

76

58.0

132

51.8

166

60.6

40

74.1

89

56.7

51

45.1

有利な就職

のための資格

69

13.0

31

15.1

27

14.0

11

8.4

31

12。2

38

13.9

7

13.0

16

10.2

15

13.3

大学卒の学歴
'206

38.9

72

35.1

84

43.5

50

38.2

109

42.7

97

35.4

17

31.5

66

42.0

51

451

幅広い素養 224

42.3

82

40.0

85

44.0

57

43.5

91

35.7

133

48.5

23

42.6

70

44.6

49

43.4

青春の楽しみ

自由を味わう

271

51.2

96

46。8

98

50.8

77

58.8

119

46.7

152

55.5

29

53.7

86

54.8

60

53.1

真の友人を得

る

77

14.6

29

14.1

32

16.6

16

12.2

39

15.3

38

13.9

8

14.8

23

14、6

17

15.0

その他 20

3.8

7

3.4

9

4.7

4

3.1

14

5.5

6

2.2

4

7L4

5

3.2

4

35

特に目的がな

い

19

3.6

7

3.4

4

2.1

8

a1

14

5.5

6

2.2 二
8

5.1

4

3.5

不明 2

0.4

2

1.0 二 二
1

0、4

1

0.4 =二 二 二

(注)学 系別 は2,3年 のみ
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Q5(履 修計画の参考情報)

.全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

274

100

54

100

157

100

113

100

講義概要 375

70.9

134

65.4

136

70.5

105

80.2

165

64.7

210

76.6

43

79.6

120

76.4

78

69.0

履修の手引き 270

51.0

116

56.6

95

49.2

59

45.0

119

46.7

151

55.、1

21

38.9

77

49.0

56

49.6

授業時間割 384

72.6

130

63.4

153

79.3

101

77.1

176

69.0

208

75.9

46

85.2

116

73.9

92

81.4

学内の情報誌 69

13.0

50

24.4

11

5.7

8

6.1

39

1瓢3

30

10.9

4

7」4

10

α4

5

生4

先輩や友人か

らの情報

286

54.1

123

60.0

120

62.2

43

32.8

136

53.3

150

54.7

20

37.0

80

51.0

63

55.8

教務課 オ リエ

ンテーシ ョン

88

16.6

36

17.6

29

1ao

23

17.6

42

16.5

46

16.8

6

11.1

27

17.2

19

.16.8

第一週目授業

の印象

240

45.4

60

29.3

97

50.3

83

63.4

99

38.8

・141

51.5

3ク

68賦5

87

55.4

56

49.・6

その他 3

0.6 二
3

1.6 =
3

1.2 二 二
3

1.9 二

特に参考にす

るものはない

115

2.8

8

3.9

2

1.0

5

3.8

11

4.3

4

1.5

2

a7

3.

1.9

2

1.8

不明 2

0.4

2

1.0 二 二
1

α4

ユ

砿4 二 二 二

Q6(科 目選択の理由)

(注)学 系別は2,3年 のみ

Q7(ゼ ミの選択理由)(3年 生のみ)

3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=
r'、

131

100

61

100

70

100

23

100

61

100

47

100

就職のことを

考えた

40

30.5

120

32.8

20

28.6

1

4.3

9

14.8

30

63.8

単位が取 りや

すそうだった

4

3.1

3

4.9

1

1.4

1

4.3

3

4.9 二

内容に興味が

持てた

97』

74.0

39

63.9

、58

82.9

17

73.9

42

68.9

38

80.9

親 しい友人が

選んでいた

4

3.1

2

3.3

2

2.9 二
3

∠L9

1

2.1

事前の面接が

なかった

1

0.8
二
1

L4
,二 二

1

2.1

第一希望のゼミ

に入れなかった

9

6.9

8

13.1

1

1.4 二
9

14。8 二

親 しみや尊敬
の持てる先生

61

46.6

28

4翫9

33

47.1

15

65.2 、

33

54.1

13

27.7

雰囲気がよさ

そうだ6た

27

20.6

10

16.4

17

24.3

7

30.4

15

24.6

5

10.6

その他 3

2.3

1

1.6

2

2.9

1

4.3

2

3.3 二

特に理由はな

い

.7

5.3

6

9.8

1

1.4 二
5

8.2

2

4.3

不明 1

0.8

1

1.6 二 二 二
1

2.1

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

274

100

54

100

157

100

113

100

単位の取りや

すざ

220

41.6

83

40.5

81

42.0

56

42.7

』108

42.4

112

40.9

14

25。9

73

46.5

50

44.2

時間割の関係 432

81.7

168

82.0

161

83、4

103

78.6

198

77.6

234

85.4

47

87.0

124

79.0

93

82.3

窺 しい友人と
一緒

』48

9.1

15

7.3

17

8.8

161

12.2

25

a8

23

8.4

5

93

16

10.2

12

10.6

科目の内容へ

の興味

372

70.3

140

68L3

135

69.9・

97

74.0

157

61.6

215

78.5

43

79.6

107

68.2

82

72.6

先生への親し

みや尊敬

91

17.2

24

1167

26

13.5

41

31.3

42

16.5

49

17.9

14

25。9

34

21.7

19
16.8

出欠チェ ック

がないこ

59

11.2

18

8.8

24

12。4

17

13.0

42

16.5

17

6.2

6

11.1

17

10.8

18

15.9

決まったテキスト

があるこ と

9

1.7

4

2.0

4

2.1

1

α8

7

2、7

2

0.7 二
3

1.9

2

1.8

学年末に筆記

試験がないこ

12

2.3

2

1.0

6

3.1

4

3.1

8

3.1

4

1.5 二
7

4.5

13

』2

.7

その他 3

0.6

1

"5

1

0.5

1

0.8

1

0.4

2

0.7 二
1

0.6

1

0」9

特に理由はな

い

20

3.8

7

3.4

7

3.6

6

4.6

13

5.1

7

2.6

2

3.7

5

3、2

6

鼠3

不明 3

0.6

2

1.0

1

α5 二
2

0.8

1

0.4
.二 二

1

0.9

(注)学 系別 は2,3年 のみ
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Q8(授 業の満足度)一 般教育

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

ぐ274

100

54

100

157

100

113

100

満足のゆく授

業がほとんど

20

3.8

9

生4

7

3.6

4

3國1.

12

4.7

8

29

5

93

2

1.3

4

a5

満足のゆく授

業の方が多い

88

16.6

311

15』

35

18.1

22

16.8

33

12、9

55

20.1

13

24.1

23

14.6

21

18.6

大体半々 230

43.5

86

42.0

8乞

42.5

62

47.3

95

37.3

135

49.3

22

40.7

73

46.5

49

43.4

不満を感 じる

授業の方が多い

126

23.8「

47

22.9

54

28.0

25

19.1

68

26.7

58

21.2

12

22.2

38

24.2

29

25.7

不満を感 じる

授業がほとんど

49

9.3

21

10.2

12

6.2

16

12.2

35

13.7

14

5.1

2

a7

20

12.7

6

5、3

不明 16

3.0

11

5.4

3

1.6

2

.1.5

12

4.7

4

1.5 二
1

α6

4

a5

(注)学 系別は2,3年 のみ

Q8(授 業 の満足度)日 本語 ・日本事情(留 学生)

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

36

100

14

100

12

100

10

100

17

100

19

100

2

100

1

100

19

100

満足のゆく授

業がほとんど

10

27.8

2

14.3

3

25.0

5

50.0

4

23.5

6

31.6 二 =
8

42.1

満足のゆく授

業の方が多い

12

33.3

4

28.6

5

41.7

3

30.0

7

41.2

5

26.3

1

50.0

1

100

6

31.6

大体半々 1
2$

1

λ1 二 二
1

孰9 二 二 二 二

不満を感 じる

授業の方が多い

2

5.6 二
1

8.3

1

10.0 二
2

1α5 二 二
2

10.5

不満を感 じる

授業がほとんど

1

2.8 二 二1

1

10.0 二
1

5.3 二 =
1

5」3

不明 10

27.8

7

50.0

3

25.0 =
5

29.4

5

26.3

1

50.0 二
2

10.5

(注)学系別 は2,3年 のみ

Q8(授 業の満足度)英 語

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

、%=

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

274

100

54

100

157

100

113

100

満足のゆ ぐ授

業がほとんど

54

10.2

30

14.6

16

8、3

8

6.1

30

11.8

24

8、8

2

3.7

12

7.6

10

&8

満足のゆく授

業の方が多い

156

29.5

66

32.2

59

30.6

31

23.7

60

23.5

96

35.0

16

29.6

40

25.5

34

30.1

大体半々 173

32.7

57

27.8

72

37.3

44

33.6

83

32.5

90

32.8

25

46.3

52

33.1

39

34.5

不満を感じる

授業の方が多い

98

18.5

30

14.6

29

15.0

39

29.8

49

19.2

49・

17.9

8

14.8

39

24.8

21

18.6

不満を感じる

授業がほとんど

33

6.2

10

4.9

15

7.8

8

6.1

22

8.6

11

4.0

3

5.6

14

&9

6

.5.3

不明 15

2.8

12

5.9

2

1.0

1

0.8

11

4.3

4

1、5 二 二
3

2.7

(注)学 系別は2,3年 のみ

Q8(授 業の満足虔)保 健体育

全体 1年 2年 3年. 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

274

100

54

100

157

100

113

100

満足のゆく授

業がほとんど

96

18.1

19

9.3

50

25.9

27

20.6

52

20.4

44

1661

11

20.4

40

25.5

26

23.0

満足のゆく授

業の方が多い

185

35」α

43

21.0

50

25.9

27

20.6

71

27.8

44

41.6

25

46.3

65

41.4

52

46.0

大体半々 ユ18

22.3

51

24.9

41

21.2

26

19.8

52

20.4

66

24.1

13

24.1

30

19.1

24
.21
.2

不満を感じる

授業の方が多い

64

12.1

43

21.0

9

4.7

12

9.2

35

13.7

29

10.6

3

5.6

12

7.6

6

5.3

不満を感じる

授業がほとんど

38・

7.2
「

32

15.6

1

0.5

5

3.8

.26

10.2

12

4.4 二
5

3.2

1

0.9

不明 28

5.3

17

8.3

4

21

7

5.3

19

7、5

9

3.3

2

3.7

5

3.2

4

3.5

(注)学 系別 は2,3年 のみ

Q8(授 業の満足度)第 二外国語

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

529

100

205

100

193

100

131

100

255

.100

274

100

54

100

157

100

113

100

満足のゆく授

業がほとんど

88

16.6

31

1ε1

41

21冒1

16

12.2

37

14.5

51

18.6

15

27.8

22

14.0

20

17.7

満足のゆく授

業の方が多い

158

29.9

57

2ス8

67

34.7

34

26.0

72

28.2

86

31.4

18

33.3

46

29.3

37

32.7

大体半々 115

21.7

43

21.0

43

22.3

29

22.1

56

22.0

59

21.5

8

14.8

40

25.5

24

21.2

不満を感じる

授業の方が多い

92

17.4

30

14.6

29

15.0

33

25.2

48

18.8

44

16.1

9

16.7

37

23。6

16

14.2

不満を感じる

授業がほとんど

43

8.1

27

13.2

4

2.1

12

9.2

21

8.2

22

8.0

2

3、7

8

孰 .1

6

5.3

不明 33

6.2

17

8.3

9

4.7

7

5.3

21

8.2

12

4.4

2

a7

4

2.5

10

8.8

(注)学 系別は2,3年 のみ

Q8(授 業の満足度)専 門科 目

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

529

100・

205

100

193

100

131

100

255

100

274

100

54

100

157

100

113

100

満足のゆ く授

業がほとんど

38

7.2

8

3.9

12

6.2

18

13.7

24

9.4

14

5.1

5

9」3

15

9.6

10

a8

満足のゆく授

業の方が多い

147

27.8

38

18.5

71

36.8

38

29.0

55

21.6

92

33.6

18

33.3

50

31.8

41

36.3

大体半々 170

32.1

46

22.4

78

40.4

46

35.1

77

30.2

93

33.9

23

42.6

66

42,0

35

31.0

不満を感 じる

授業の方が多い

「58

11.0

19

9、3

20

10.4

19

14.5

37

14.5

21

λ7

6

11.1

14

8.9

19

16.8

不満を感 じる

授業がほとんど

29

5.5

19

9.3

5

2.6

5

3.8

21

8.2

8

2.9 二
7'

4.5

3

2.7

不明 87

16.4

75

36.6

7

3.6

5

3.8

41

16.1

46

16.8

2

3.7

5

3.2

5

4.4

(注)学 系別は2,3年 のみ
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Q9(学 習の困難性)

唱
全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

274

100

54

100

157

100

113

100

ノー トが取 り

に くい

206

38.9

77

37.6

90

46.6

39

29.8

98

38.4

108

39.4

21

38.9

58

36.9

50

44.2

授業のスピー

ドが速い

87

16.4

23

11.2

36

18.7

28

21.4

24

9.4

63

23.0

14

25.9

21

13.4

29

25.7

レベルが高 く

て理解しにくい

77

14.6

26

12.7

29

15.0

22

16.8

34

13.3

43

15.7

5

9.3

18

11.5

28

24.8

内容に興味が

持ちにくい

289

54.6

114

55.6

105

54.4

70

53.7

137

53.7

152

55.5

29

53.7

74

47.1

72

63.7

質問しにくい

雰囲気がある

87

16.4

34

16.6

32

16.6

21

16.0

54

21.2

33

12.0

7

13.0

23

14.6

23

20.4

私語が多く話

が聞き取りにくい

105

19.8

34

16.6

45

23.3

26

19.8

60

23.5

45

16.4

15

27.8

34

21.7

22

19.5

話にまとまり

がない

184

34.8

57

27.8

77

39.9

50

38.2

73

28.6

111

40.5

22

40.7』

57

36.3

48

42.5

.欠席が多いの

でわかりにくい

47

8.9

14

6.8

20

10.4

13

9.9

29

11.4

18

6、6

8

14.8

15

9.6

10

8.8

テキストがなくノ

ートが取りにくい

114

21.6

46

22.4

45

23.3

23

17.6

47

18.4

67

24.5

7

13.0

35

22.3

26

23.0

その他 28

5.3

9

4.4

12

6.2

7

5.3

19

7.5

9

3.3

1

1.9

12

7.6

6

5.3

特にない 26

4.9

12

5.9

6

3.1

8

6.1

18

7.1

8

2.9

1

1.9

10

1.9

3

27

不明 4

0.8

2

1.0 二
2

1.5

2

0.8

2

0.7

一

一

2

1.3

『

一

Q11(欠 席理由)

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

274

100

54

100

157

100

113

100

病気や忌引き

のため

131

24.8

38

18.5

54

28.0

39

29.8

44

17.3

87

31。8

18

33.3

41

26。1

34

30.1

クラブやサークル

活動 のため

37

7.0

8

3.9

15

7.8

14

10.7

30

11.8

7

2.6

7

13.0

'11

7.0

11

9.7

アルバイトや

習い事のため

76

14.4

25

12.2

33

17.1

18

13.7

49

19.2

27

9.9

6

11.1

27

17.2

18

15。9

授業がつまら

ないため

247

46.7

109

53.2

90

46.6

48

36.6

124

48.6

123

44.9

20

37。0

67

42.7

51

45.1

友人とのつき

あいのため

44

8.3

11

5.4

11

5.7

22

16.8

21

8.2

23

8.4

4

7.4

20

12.7

9

8.0

朝寝坊のため 337

63.7

138

67.3

119

61b7

80

61.1

172

67.5

165

60.2

32

59.3

102

65.0

65

57.5

バスが混雑す

るため

119

22.5

46

22.4

47

24.4

26

19.8

44

17.3

75

27.4

15

27.8

24

1翫3

34

30.1

出欠 チェ ック

がないため

146

27.6

49

23.9

54

28.0

43

32.8

70

27.5

76

27.フ

19

35.2

47

29.9

31

27.4

その他 32

6.0

13

6.3

11

5.7

8

6.1

18

7.1

14

5.1

3

5.6

10

6.4

6

5.3

不明 8

1.5

3

L5

3

L6

2

1.5

5

2.0

3

1.1 =
3

1.9

2

1.8

(注)学 系別 は2,3年 の み

.(注)学系別は2
,3年 のみ

Q10(出 席状況)

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N;

%=

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

274

100

54

100

157

100

113

100

ほとんど出席

している

183

34.6

59

28.8

74

38.3

50

38.2

71

27.8

112

』40
.9

26

48.1

57

36.3

41

36.3

2/3位 は出席

してい る

214

40.5

92

44.9

66

34.2

56

42.7

97

38.0

117

42、7

24

44.4

56

35.7

42

37.2

半分位は出席

している

87

16.4

30

14.6

38

19.7

19

14.5

53

20.8

34

12.4

2

3.7

32

20.4

23

20.4

1/3位 は出席

してい る

26

4.9

13

a3

7

36

6

4.6

20

7.8

6

2.2

1

1.9

8

5.1

4

3.5

あまり出席し

ていない

18

3.4

10

∠L9

8

4、1 =
13

5.1

5

1.8

1

1.9

4

2.5

3

2.7

不明

1

0.2

1

α5 二 二
1

0.4 二 二 二 二

(注)学 系別は2,3年 のみ
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Q12(成 績の自己評価)一 般教育(2,3年 生のみ)

全体 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

324

100

193

100

131

100

155

100

169

100

54

100

157

100

113

100

満足 してい

る

53

16.4

32

16.6

21

16.0

23

14.8

30

17.8

14

25.9

23

14.6

16

14.2

まあ満足 し

ている

128

39.5

76

39.4

52

39.7

45.

29.0

83

49.1

26

48.1

64

40.8

38

33.6

どち らと も

いえない

10

3.1

4

2.1

6

4、6

8

翫2

2

1.2 二
5

3.2

5

4.4

あまり満足

していない

86

26.5

53

27.5

33

25。2

45

29.0

41

24.3

11

20。4

45

28.7

30

26.5

満足 してい

ない

41

12.7

・25

13.0

16

12.2

31

20.0

10

5.9

3

孰6

20

12.7

18

15.9

不明 6

1.9

3

1.6

3

23

3

1.9

3

1.8
二 二

6

5.3

Q12』(成 績 の 自己評 価)日 本語 ・日本事 情(2,3年 生 のみ)

全体 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

22

100

12

100

10

100

7

100

15

100

2

100

1

100

19

100

満足 してい

る

6

27.3

1

8.3

5

50.0

2

28.6

4

26.7 二 二
6

31.6

まあ満足 し

ている

11

50.0

7

58.3

4

40.0

5

71.4

6

40.0

1

50.0

1

100

9

47。4

どち らと も

いえない

1

4.5

1

&3 二 二
1

a7 二 二
1

5.3

あまり満足

していない

2

9.1

1

8.3

1

10。0 二
2

13.3 二 二
2

10.5

満足してい

ない 二 二 二 二 二 二 二 二

不明 .2

9.1
「

2

16.7 = 二
2

13.3

1

50.0 二
1

5.3

Q12(成 績の自己評価)英 語(2,3年 生のみ)

全体 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%ニ

324

100

193

100

131

100

155

100

169

100

54

100

157

100

113

100

満足してい

る

77

23.8

51

26.4

26

19.8

32

20.6

45

26.6

14

25。9

41

26.1

22

19.5

まあ満足し

ている

117

36.1

67

34.7

50

38.2

46

29.7

71

42.0

27

50.0

50

31.8

40

35.4

どちらとも

いえない

8

2.5

3

1.6

5

a8

7

生5

1

0」6 二
5

3.2

3

2.7

あまり満足

して いない.

86

26.5

52

26.9

34

26.0

48

31.0

38

22.5

8

14.8

46

29.3

32

28.3

満足してい

ない

32

9.9

17

8.8

15

、11.5

20

12.9

12

7.1

5

乳3

15

9.6

12

10.6

不明 4

1.2

3

.1.6

1

0.8

2

1.3

2

1.2 二 二
4

3.5

Q12(成 績の自己評価)保 健:体育(2,3年 生のみ)

全体 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%ニ

324

100

193

100

131

100

155

100

169

100

54

100

15ク

100

113

100

満足してい

る

110

34.0

66

34.2

44

33.6

50

32.3

60

35.5

17

31.5

58

36.9

35

31.0

まあ満足し

ている

127

39.2

79

40.9

48

36.6

55

35.5

72

42.6

24

44.4

55

35.0

48

42.5

どちらとも

いえない

8

2.5

2

1.0

6

4.6

7

亙5

1

α6 二
5

3.2

3

2.7

あまり満足

していない

46

14.2

26

13.5

20

15.3

24

15.5

22

13.0

11

20。4

21

13.4

14

12.4

満足してい

ない

27

8.3

16

8.3

11

&4

15

97

12

7」1

2

a7

18

11.5

7

6.2

不明 6

1.9

4

2.1

2

蓍.5

4

26

2

1.2 二 =
6

5.3

Q12(成 績の自己評価)第 二外国語(2,3年 生のみ)

全体 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

324

100

193

100

131

100

155

100

169

100

54

100

157

100

113

100

満足してい

る

95

29.3

58

30。1

37

28.2

40

25.8

55

32.5

12

22.2

52

33.1

31

27.4

まあ満足し

ている

96

29.6

59

30.6

37

28.2

43

27.7

53

31.4

22

40.7

44

28.0

30

26.5

どちらとも

い えない

13

4.0

6

3.1

7

5.3

9

5.8

4

.2.4

1

1.9

8

5.1

4

3.5

あまり満足

していない

59

18.2

35

18.1

24

18。3

28

18.1

31

18。3

11

20.4

25

15.9

23

20.4

満足してい

ない

45

13.9

24

12.4

21

16.0

28

18.1

17

10.1

7

13.0

26

16.6

12

10.6

不明 '16

4.9

11

5.7

5

a8

7

4.5

9

5.3

1

1.9

2

1.3

13

11.5

Q12(成 績の自己評価)専 門科 目(2,3年 生のみ)

全体 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

324

100

193

100

131

100

155

100

169

100

54

100

157

100

113

100

満足 してい

る

41

12.7

25

13.0

16

12.2

19

12.3

22

13.0

10

18.5

15

9」6

16

14.2

まあ満足し

ている

143

44」1

87

45.1

56

42.7

56

36.1

87

51.5

28

51.9

75

47,8

40

35.4

どちらとも

いえない

13

4.0

6

3.1

7

53

9

5.8

4

2」4 二
6

3.8

7

6.2

あまり満足

していない

86

26L5

48

24.9

38

29.0

42

27.1

44

26.0

14

25.9

41

26.1

31

27.4

満足してい

ない

27

8.3

15

7.8

12

乳2

23

14。8

4

2.4

1

1.9

14

8.9

12

.10.6

不明 14

4.3

12

6.2

2

1.5

6

319

8

4.7

1

1.9

6

3.8

7

6.2
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Q13(学 習技術)

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済
厂

N=

%=

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

274

、100

54

100

157

100

113

100

予習をする 120

22.7

64

31.2

32

16.6

24

18.3

53

20.8

67

24.5

13

24.1

22

14.0

.21

18.6

要 点をノー ト

す る

283

53.5

104

50.7

107

554

72

55.0

99

38.8

184

67.2

39

72.2

78

49.7

62

54.9

先生の顔を見

ながら話を聞く

143

27.0

46

22.4

56

29。0

41

31.3

70

27.5

73

26∫6

15

27.8

43

27.4

39

34.5

ノートは科目別

に分 けて取 る

336

63.5

125

61.0

130

67.4

81

61.8

133

52.2

203

74.1

39

72.2

93

59.2

79

69.9

テキスト等に線

や印 をつけ る

154

29.1

42

20.5

64

33.2

48

36.6

48

18.8

106

38.7

21

38.9

45

28.7

46

40.7

図書館等で詳

しく調べる

121

22.9

39

19.0

47

24.4

』35

26.7

65

25.5

56

20。4

14

25.9

41

26.1

27

23.9

疑問は先生や

友人に聞く

86

16.3

27

13.2

33

17.1

26

19.8

43

16.9

43

1翫7

11

20.4

29

18.5

19

16.8

テレビ、新聞、本

等で知識を得る

178

33.6

55

26.8

74

38.3

49

37.4

98

38.4

80

29.2

17

31.5

66

42.0

40

35.4

その他 6

1.1

3

1.5

2

1.0

1

α8

5

2.0

1

0.4

.1

1.9

2

1.3 二

特 に何 も して

いない'

46

8.7

21

10.2

9

4.7

16』

』12
。2

33

12。9

13

4.17

1

1. 、9

17

10.8

7

612

不明 5

0.9

4

2.0

1

砿5 二
3

1.2

2

0.7 二
1

α6 二

(注)学 系別1ま2,3年 のみ

Q15(授 業等の要望)

全体 1年 2年 3年 男子
』
女 子 丈化 関係 経済

N=

%=

529

100

205
「

100

193

100

广
131

100

255

100

274

100

54

100

157

100

113

100

授業の方法を

もっと工夫.

342

64、7

130

63.4

129

66.8

83

63.4

154

60.4

188

68.6

37

68.5

96'

61.1

79

69.9

研究活動の事

の話 し

134

25.3

53

25.9

50

25.9

31

23.7

71

27.8

63

23.0

16

29.6

41

26.1

24

21.2

休講を減らし

てほしい

24

4.5

:7

.3、4

11

5.7

6

4.6

12

4.7

12

4.4

1

1.9

9

5.7

7
'6
.2

学生との個人

的接触.

160

30.2

63

30.7

58

30.1

39

29.8

69

27.1

91

33.2

13

24.1

46

29。3

38

33.6

質疑応答や対

話の時間

59

11.2

18

8.8

21

10.9

20

15.3

32

12.5

27
19
.9

8

14.8

14

1L9

19

16.8

学生の反応や

理解に配慮

181

34.2

61

29.8

62

32。1

58

44.31

83

32.5

98

35.8

18

33.3

49

31.2

53

46.9

研究のステッ

プや方法

126

23.8

52

25.4

45

23ピ3

29
22.1

67

26。3

59

21.5

11

20.4

τ幽
37

23.6

26

23.0

学生の私語や

遅刻に厳 しく

48

9.1

19

9.3

21

10.9

8

a1

26

10.2

22

8.0

7

13.0

10

a4

12

10.6

その他 24

4.5

6

2.9

9

4:7

.9

6.9

.13

5.1

1ユ.

4.0

4

7」4

10

6.4

4

a5

特にない 39

7.4

19

9.3

8

4」

12

甎2

26

10.2

13
广4
.7

2

3.7

16

10.2

2

1.8

不明 5

0.9

4

2.0

1

0.5 二
玉

0.4

4

1.5 二
1

0.6 二

(注)学 系別 は2・,3年 のみ

Q16(実 用科 目,資 格講座)

Q14(学 習のサポー ト指導)

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%ニ

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

274

100

54

100

157

100

113

100

本や資料の読

み方

117

22.1
§8
18。5

44

22.8

35

26.7

60

23.5

57

20.8

工1

20.4

37

23.6

31

27.4

ノートの取り方 69

13.0

28

13.7

25

13.0

16

12.2

31

12.2

38

B.9

7

13.0

16

10.2

18

15.9

レポー トの書

き方

239

45.2

79

38.5

92

47.7

68

51.9

104

40.8

135

49.3

35

64.8

81

51.6

44

38.9

発言や討議の

仕方

112

21.2

40

19,5

47

24.4

25、

19巳1

48

18.8

64

23.4

15

27.8

32

20.4

25

22.1

参考書の探し

方

150

28.4

55

26.8

61

3L6

34

26ど0

61

23.9

89

32.5

20

37.0

44

28.0

31

27.4

パ ソコンやワ

ープロなど

227

42、9

88

42.9

90

46.6

49

37.4

114

44.7

113

41.2

12

22.2

66

42.0

61

54.0

辞書や参考文

献の使い方

89

16.8

24

11.7

35

18.1

30

22.9

37

14.5

52

19.0

11

20.4

32

20.4

22

19.5

図書館の利用

の仕方 、

21

40

10

4。9

8

4.1

「3

2.3

11

4.3

10
.3
.6

4

7」4

2

1.3

5

4.4

その他 7

1.3

2

1.0

2

1.0

3

2.3

4』

・1
.6

3
.1
.1

1

1.9

3

L9

1

0.9

特にない 60

1.1.3

27

13.2

18

9.3

15

11.5

39

15.3

21

7己7

4

Z4

18

11.5

11

9.7

不明 7

1.3

「7

3.41
二 二

4

1.6

3

1巳1 二 二 二

(注)学系別 は2,3年 のみ

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

274

100

54

100

157

100

113

100

実用外国語科

目

2ク1

51.2

105

51.2

90

46.6

76

∫58
.0

107

42.0

164

59.9

24

44.4

74

47.1

68

60.2

ロシァ語,ノ 丶

ング丿レ語 など

86

16.3

22

10.7

40

20.7

24

18.3

36

14.1

50

18.2

14

25.9

34

21.7

16

14.2

英検1級 等の

資格取得に役立つ

190

35.9

75

36.6

69

35.8

46

35.1

103

40.4

87

31.8

19

35.2

53

33.8

43

38、1

公務員試験講

座

146

27.6

52

25.4

55

28.5

39

29.8

74

29.0

72

26.3

16

29、6

56

35.7

22

19.5

留学に役立つ

講座

124

23.4

53

25.9

43

22.3

28

21.4

48

18.8

76

27.7

14

25.9

33

21.0

24

21.2

コンピュータ

関連の資格

182

34.4

78

38.0

67

34.7

37

28.2

83

32.5

99

36.1

14

25.9

50

31.8

40

35.4

ツアーコンダ

クターや秘書

113

21.4

47

22.9

44

22、8

22

16.8

46

18.0

67

24.5

10

18.5

25

15.9

31

27.4

教員資格 137

25.9

51

24.9

61

31.6

25

19.1

71

27.齟8

66

24.1

18

33.3

44

28.0

24

21.2

学芸員資格 54

10.2

18

8.8

21

10.9

15

11.5

17

6.7

37

13.5

12

22.2

17

10.8』

7

6.2

その他 19

3.6

3

1.5

8

4.1.

8

6.1

8

3.1

11

4.0

3

.5.6

9

5.7

4

3.5

特にない 26.

4.9

12

5.9

5

2.6

9

6.9

22

8.61

4

1.5

一

一

9

5.7

5

4.4

不明 4

0.8

3

1.5

一

_1

1

0・8 、

2

0.8

2

0.7

一

一

一

『

1

0.9

(注)学 系別は2,3年 のみ

一132一



Q17(課 外教育プログラムへの参加)

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

529

100

205

100

『193

100

131

100

255

100

.274

100

匚54

100

157

100

113

100.

パ ソコンやワ

ープロの講習 、

37

7.0

9

4.4L

11

5.7

17

13.0

18

7.1

19

ag

10

18.5

12

7.6

6

53

パ ソコン通信 70

13.2

16

7.8

28

.14.5

26

19.8

25

9.8

45

16.4

14

25.9

23

14.6

17

15.0

英会話講習会

英会話キャンプ

50

9.5

14

6.8

13

6.7

23

17.6

17

6.7

33

」2.0

7

13.0

19

12.1

10

a8

海外語学研修

.;「

46

・8.7

9

4.4

14

ス3

23

17.6

16

6.3

30』

10.9

3

56

21

13.4

13

11.5

留学相談,案 「

内

32

ao

6

2.9

15

・7.8

11

8.4

、12

4.7

20

7.3

6

11置1

15

9.6

5

4.4

就職講座,講

演会

107

20.2

7

3.4

23

11.9

77

58.8

40、

15.7

67

24.5

23

42.6

43

27.4

34

30.1

ワープロ検定

讖

23

43

3

1.5

1

0.5

19

14.5

8

3.1

.15

5.5

4

し7。4

・12

7.6

4

3.5

救急法やテーピ

ングの講習会

、r

27

5.1

7

よ4

9

4.7

11

8.4

11

4.3

16

.5.8

3

5.6

8

5.1

9

&0

その他 10

「.9

・3

1.5

4

2.1

3

2.3

4

1.6

6

2.2

・2

3.7

2

1.3

3

2.7

参加した事が

ない

L

255

48.2

131

63.9

94

48.7

30

22.9

143

56.1

112

4α9

15

27。8

6ク

42.7

42

37.2

不明 .47

8.9

22

10.7

19

9.8

6

4.6

25

9.8

22

&o

2

3.7

11

7.0

12

10.6

(注)学 系別は2,3年 の み

Q18(課 外教育プログラムへの希望)

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

2741

100

54

100

157

100

113

100

パ ソコンや ワ

ープロの講習
199

・37
.6

75

36.6

78

40.4

46

35.1

80

31.4

119

43.4

14

25.9

64

40.8

'46

40.7

パ ソコン通信 34

6.4

15

7.3

11

5.7

8

6.1

18

7.1

16

5.8

2

3.7

9

5.7

8

7.1

英会話講習会

英会話キャンプ

152

28.7

67

32.7

46

23.8

39

29.8

57

22.4

95

34.7

11

20.4

44

28.0

30

26.5

海外語学研修 155

29.3

70

34.1

53

27.5

32

24.4

52

20.4

103

37.6

14

25.9

42

26.8

29

25.7

留学相談,案

内

108

20.4

、47

22.9

40

20.7

21

16.0

43

16.9

65

23.7

7

13.0

31广

19.7

23

20.4

就職講座,講

演会

144

27.2

33「

16.1

61

31.6

50

38.2

61

23.9

83

30.3

17

31.5

49

31.2

45

39.8

ワープロ検定

讖

122

23.1

36・

17.6

50

25。9

36

27.5

40

15.7

82

29.9

10

18.5

47

29.9

29

25.7

救急法やテーピ

ングの講習会

56

10.6

24

11.7

19

銑8

13

9.9

32

12.5

24

8.8

5 14

9.318。9

13

11.5

講演会,教 養

講座

97

18.3

29

14.1

34

17.6

34

26.0

42

16.5

55

20.1

17

31.5

36

22.9

15

13.3

映画,音 楽会 194

36.7

74

36。1

67

34.7

53

40。5

88

34.5

106

38.7

22

40.7

57

36.3

41

36.3

ハイキ ング,

キ ャンプ

74

14.0

33

16.1

20

10.4

21

16.0

44

17.3

30

10.9

6

11巳1

20

12.7

15

13.3

スポーツ講習

会

79

14.9

32

15.6

24

12.4

23

17.6

45

17.6

34

12.4

10

18.5

24

15.3

13

11.5

その他 11

2.1

5

2.4

2

1.0

4

3.1

5

2.0

6

2.2

2

a7

2

1.3

2

1.8

特に希望しな

い

、57

10.8

24

11.7

20

10.4

13

9.9

41

16曝1

16

5.8

6

11鬯1

18

11.5

9

8.0

不明 13

2.5

6

2.9

4

2.1

3

2.3

5

2.0

8

z9

2

a7

2

1.3

3

2.7

(注)学 系別は2,3年 のみ
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Q19(海 外語学研修への参加希望)

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

274

100

54

100

157

100

113

100

参加した吟 273

51.6

112

54.6

99

51.3

62

47.3

115

45.1

158

57、7

23

42.6

80

51.0

58

51.3

参加したいと

は思わない

135

25.5

36

17.6

55

28.5

44

33.6

74

29.0

61

22.3

24

44.4

43

27.4

32

28.3

わからない 117

22.1

54

26、3

38

19.7

25

19.1

65

25.5

52

19.0

7

13.0

34

21.7

22

19.5

不明 4

α8

3

1.5

1

0.5 二
1

0.4

3

1.1 二 二
1

α9

(注)学 系別 は2,3年 のみ

Q19SQ(海 外語学研修への参加を希望 しない理由)

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

135

100

36

100

55

100

44

100

74

100

61

100

54

100

157

100.

113

100

費用がかかる

から

96

71.1

24

66.7

37

67.3

35

79.5

58

78.4

38

62.3

17

31.5

30

19.1

25

22.1

期間が長いか

ら

11

8.1

3

8.3

4

λ3

4

9.1

7

9.5

4

6.6

1

t9

4

2、5

3

2.7

クラブ、サークルの

合宿 と重 なる

7

5.2

5

13.9

1

1.8

1

2.3

4

5.4

3

4.9 二
2

1.3 二

行きたい地域

ではないから

13

9.6

3

8.3

6

10.9

4

乳1

6

8.1

7

1L5

4

7.4

3

1.9

3

27

他の研修プロ

グラムに参加

10

ス4

3

8.3

3

5.5

4

9.1

5

6.8

5

a2

5

9.3

2

1.3 二

文教大生同士

で気が引ける

20

14.8

5

13,9

10

18.2

5

11.4

7

9.5

13

21.3

3

5.6

8

5.1

4

3.5

以前に行った

事があるから

5

3.7

1

2.8

2

3.6

2

4.5

2

2.7

3

4.9

1

1.9

1

α6

2

1.8

研修の必要が

ないから

17

12.6

4

11.1

5

9`1

8

18.2

13

17.6

4

6.・6

1

1.9

7

4.5

5

4.4

その他 30

22.2

9

25.0

11

20.0

10

22.7

11

14.9

19

31.1

5

9.3

9

5、7

・7

6.2

不明 1

0.7

1

2.8 二 二
1

1.4

一

尸 二 二 二

Q20(ダ ブ ルス クール)

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

529

100

』205

100

193

100

131

100

255

100

274

100

54

100

157

100

113

100

語学

通った事がある

82

15.5

20

9.8

35

18.1

27

20.6

31

12.2

51

18.6

11

20.4

27

17.2

24

21.2

通う事を考えて

いる

145

27.4

54

26.3

57

29.5

34

26.0

58

22.7

87

31.8

17

.3L5

51

32.5

23

20.4

音楽、美術、工芸

通った事がある

37

ス0

9

4.4

14

7.3

14

10.7

11

4.3

26

9.5

6

11.1

12

7.6

10

8.8

通う事を考えて
いる

55

10.4

18

8.8

18

9.3

19

14.5

14

5.5

41

15.0

8

14.8

19

12.1

10

8.8

茶道、華道、料理

通った事がある

12

23

2

1。0

3

1.6

7

5.3

2

0.8

10

3.6

1

1.9

6

3.8

3

2,7

通う事を考えて

いる

59

11.2

16

7.8

26

13.5

17

13.0

9

3.5

50

18.2

7

13。0

18

11.5

18

1孰9

タイプ、ワープロ、等

通っ・た事がある

24

4.5

5

2.4

8

4.1

11

8.4

12

4.7

12

4.4

2

3.7

10

6.4

7

a2

通う事を考えて

いる

88

16.6

25

12.2

41

21.2

22

16.8

29

11.4

59

21.5

7

13.0、

30

19.1

26

23.0

珠算、簿記、速記

通った事がある

27

5.1

7

、3。4

8

4.1

12

9.2

9

3.5

18

6.6

4

7.4

10

a4

6

5.3

通う事を考えて
いる

22

4.2

9

生4

7

3.6

6

4.6

11

生3

11

4.0

1

1.9

10

a4

2

1。8

スポーツ教室等

通った事がある

44

8.3

11

敦4

17

8.8

16

12.2

15

&9

29

10.6

3

5。6

19

12.1

11

9.7

通 う事を考えて

いる

60

11.3

23

11.2

19

9.8

18

13.7

13

臥1

47

17.2

7

13.0

14

8.9

16

14.2

各種資格試験

通った事がある

18

a4

3

1.5

7

3.6

8

6.1

9

3.5

9

3.3

4

7.4

8

51

3

2.7

通 う事を考えて
いる

125

23.6

45

22.8

51

26。4

29

22.1

58

22.7

67

24.5

8

14.8

45

28.7

27

23.9

その他

通った事がある

2

α4 二
1

0。5

1

0.8

1

0.4

1

0。4 二
2

1.3 二

通 う事を考えて
いる

13

25

2

1.0

4

2。1

7

5.3

6

2.4

7

2.6

「1

1.9

7

4.5

3

2.7

(注)学 系別 は2,3年 のみ

(注)学 系別 は2,3年 のみ
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Q21(ボ ラ ンテ ィア体験)

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%ニ

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

274

100

54

100

157

100

113

100

福祉活動

したことがある

63

1L9

16

7.8

29

鳳0

18＼

13.7

18

7.1

45

16.4

10

18.5

24

15.3

13

11.5

これから

してみたい

72

13。6

26

12.7

26

13.5

20

15.3

26

10.2

46

16.8

15

27.8

16

10.2

15

13.3

国際交流

したことがある

54

10.2

17

8.3

15

7.8

22

16.8

23

9.0

31

11.3

4

7.4

19

12.1

14

12.4

これから

してみたい

201

38.0

79

38.5

75

38.9

47

35.9

73

28.6

128

46.7

26

48.1

67

42.7

29

25.7

環境活動

したことがある

31

5.9

ユ0

4.9

10

5.2

11

8.4

15

5.9

16

5.8

2

3.7

14

8.9

5

4.4

これから

してみたい

129

24.4

52

25.4

42

21.8

35

26.7

60

23.5

69

25.2

23

42。6

33

21.0

21

18.6

教育

したことがある

23

4.3

7

3.4

7

3.6

9

6.9

14

5。5

9

3.3

4

7.4

6

3.8

6

5.3

これから

してみたい

68

12.9

21

10.2

25

13.0

22

16.8

29

11.4'

39

14.2

10

18.5

23

14.6

14

12.4

イベント

したことがある

64

12.1

19

9」3

22

11.4

23

17.6

31

12.2

33

12、0

4

Z4

23

14.6

18

15.9

これから

してみたい

69

13.0

23

1182

26

13.5

20

15.3

30

11.8

39

14.2

8

14.8

20

12.7

18

15.9

その他

したことがある

6

1.1

1

α5

3

1.6

2
'
1.5

4

1.6

2

0.7 二
4

2.5

1

α9

これから

してみたい

8

1.5

4

2.0

1

0.5

3

2.3

8

a1 二 二
2

1.3

2

1.8

Q23(卒 業後の進路)

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

Nニ

%=

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

274

100

54

100

157

100

113

100

民間会社に就

職する

246

46.5

76

37.1

88

45.6

82

62.6

103

40.4

143

52.2

24

44.4

78

49.7

68

60.2

公務員(国家・

地方)になる

61

11.5

25・

12.2

23

11.9

13

9.9

34

13.3

27

軌9

6

11.1

24

15.3

6

5.3

自営業を手伝う

か自分で始める

17

3.2

6

2.9

9

4.7

2

1.5

12

4.7

5

1.8

1

1.9

3

1.9

7

6.2

大学院へ進学

する

21

4.0

7

3.4

9

生7

5

a8

12

4.7

9

3.3

3

5.6

5

a2

6

5.3

外国へ留学す

る

29

5.5

16

7.8

11

孰7

2

1.5

14

5.5

15

5.5

4

7.4

7

生5

2

1冒8

趣味に生き生活

賀 はアルバイト

7

1.3

2

1.0

4

z1

1

0.8

4

1.6

3

1.1 二
4

25

1

0.9

その他 13

2.5

7

3.4

4

2.1

2

1.5

9

3.5

4

1.5 二
3

1.9

3

2.7

今はなんとも
いえない

118

22.3

59

28.8

36

18.7

23

17.6

59

23.1

59

21.5

15

27.8

27

17。2

17

15.0

不明 17

3.2

7

3.4

9

4.7

1

0.8

8

3.1

9

3.3

1

1.9

6

3.8

3

27

(注)学 系別 は2,3年 のみ

(注)学 系別 は2,3年 のみ

Q22(ボ ランティア活動実習)

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

274

100

54

100

157

100

113

100

関心がある 230

43.5

82

40.0

84

43.5

64

48.9

82

32.2

148

54.0

34

63.0

68

43.3

46

40.7

関心がない 92

17.4

38

18.5

25

13.0

29

22.1

71

27.8

21

7」7

5

9.3

27

17.2

22

19.5

どちらとも

いえない

199

37.6

79

38.5

84

43.5

36

27.5

95

37.3

104

38.0

15

27、8

61

38.9

44

38.9

不明 8

1.5

6

29 二
'2

1.5

7

2.7

1

¢4
二

1

0.6

1

0.9

Q24(教 育,学 習生活面の要望)

全体 1年 2年 3年 男子 女子 文化 関係 経済

N=

%=

529

100

205

100

193

100

131

100

255

100

274

100

54

100

i57

100

113

100

記述あり 213

40.3

77

37.6

76

39.4

60

45.8

98

38.4

115

42.0

25

46.3

61

38.9

50

44.2

記述なし 312

59.0

126

61.5

115

59.6

71

54.2

155

60.8

157

57.3

29

53.7

94

59.9

63

55.8

不明 4

0.8

2

1.0

2

1.0 二
2

0」8

2

0」7 二
2

1.3 二

(注)学 系別 は2,3年 のみ

(注)学 系別は2,3年 のみ
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